
旧 姓 の 通 称 使 用 の 拡 充 を 周 知 し 、 第 ５ 次 男 女 共 同 参 画 基 本 計 画 に 沿  

っ た 政 策 の 推 進 を 求 め る 意 見 書 （ 案 ）  

 

女 性 の 社 会 進 出 が 進 み 、 婚 姻 後 も 仕 事 を 続 け る 女 性 が 増 え て い る 。 女 性 の 就 業

状 況 は 、平 成 24年 か ら 令 和 ４ 年 ま で の 10年 間 で 、就 業 者 数 は 約 3 7 0万 人 増 加 し 、就

業 率 も 46.2％ か ら 53.0％ と 6 . 8％ 増 加 し て い る 。  

こ れ に 伴 い 、 婚 姻 後 も 旧 姓 の 通 称 使 用 を 希 望 す る 人 が 増 え て お り 、 令 和 ４ 年 に

横 浜 市 が 実 施 し た 男 女 共 同 参 画 に 関 す る 市 民 意 識 調 査 に お い て も 、「 通 称 と し て

旧 姓 使 用 が 可 能 な 範 囲 で 広 が る 方 が よ い 」 と い う 考 え 方 に 賛 成 、 ど ち ら か と い え

ば 賛 成 と 回 答 し た 割 合 が 約 ８ 割 に 上 っ た 。  

令 和 ２ 年 12月 に 政 府 が 閣 議 決 定 し た 第 ５ 次 男 女 共 同 参 画 基 本 計 画 で は 、「 婚 姻

に よ り 改 姓 し た 人 が 不 便 さ や 不 利 益 を 感 じ る こ と の な い よ う 、 引 き 続 き 旧 姓 の 通

称 使 用 の 拡 大 や そ の 周 知 に 取 り 組 む 」 こ と が 明 記 さ れ て お り 、 各 省 庁 で は 既 に 、

免 許 証 、 パ ス ポ ー ト 等 に つ い て 、 旧 姓 併 記 が で き る よ う に 改 め て い る 。  

一 方 で 、 旧 姓 の 通 称 使 用 が 法 律 に 基 づ い て い な い た め に 、 民 間 公 益 法 人 の 資 格

や 金 融 機 関 の 口 座 開 設 な ど 通 称 使 用 を 認 め て い な い ケ ー ス が あ る 。 ま た 、 第 ５ 次

男 女 共 同 参 画 基 本 計 画 及 び 女 性 活 躍 ・ 男 女 共 同 参 画 の 重 点 方 針 2023で は 、 プ ラ イ

ム 市 場 上 場 企 業 を 対 象 と し た 女 性 役 員 比 率 に 係 る 数 値 目 標 等 を 設 定 し て い る が 、

特 に 女 性 が 指 導 的 地 位 に 就 く 場 合 等 に お い て 、 金 融 機 関 等 で の 旧 姓 の 通 称 使 用 が

認 め ら れ て い な い が ゆ え に 実 際 に 不 便 を 生 じ る 事 例 も あ る 。  

 よ っ て 、国 に お か れ て は 現 状 に 合 っ た 旧 姓 の 通 称 使 用 拡 充 の た め の 法 整 備 な ど 、

現 実 的 な 制 度 の 導 入 を 求 め る 。  

こ こ に 横 浜 市 会 は 、 地 方 自 治 法 第 99条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  
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